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□注意事項 
本書を必ずよく読み、ご理解された上でご利用下さい 
z 本書は株式会社北斗電子製 MMC/SD アクセスユニット本体の使用方法及び付属ソフトについて説明するものであ

り、ユーザシステムは対象ではありません。 

z MMC/SD アクセスユニットは弊社評価用 CPU ボード（BaseBoard シリーズ、HSB シリーズ）に接続することで簡単

に動作致します。対応する評価用 CPU ボードをお持ちでない場合は北斗電子製ボードをご利用頂くと便利です。 

z 本製品を使用して発生した不具合について弊社は一切の責任を負いません。 組み込み用途で使用する場合は十

分に検証を行いお客様の責任においてご使用下さい。 

z 医療用機器など誤動作により人体や財産への危険が起こりうる機器では使用しないで下さい。 

z MMC/SD アクセスユニットのデザイン・機能・仕様は予告なく変更する場合があります。本書の図は実物と異なる

場合もあります。 

z 本書及び製品は著作権及び工業所有権によって保護されており、全ての権利は弊社に帰属します。本書の無断複

写・複製・転載はできません。 

z 弊社は安全にご利用頂く為に検討・対策を行っておりますが、潜在的な危険・誤使用については全てを予見でき

ません。本書に記載されている警告が全てではありませんので、お客様の責任で理解・判断し正しく安全にご利

用下さい。 

z MMC/SD アクセスユニット本体の価格、又は仕様（本書含む）は予告無く変更される場合があります。 

 

弊社 Base Board シリーズ※1、HSB シリーズ※2 CPU ボード（一部を除く）の 20 ピンソケットに直結して使用する事ができます 

※1 RAM 容量の少ない一部の CPU ボードでは、動作致しません 

※2 一部の CPU ボードでは、動作致しません 
 

限定保証 
弊社は MMC/SD アクセスユニットが頒布されているご利用条件に従って製造されたもので、材料・仕上げに欠陥がないことを保証致し

ます。MMC/SD アクセスユニットの保証期間は購入頂いた日から 1 年間です。 

 
 

免責事項 
z 火災・地震・第三者による行為その他の事故により MMC/SD アクセスユニットに不具合が生じた場合 
z お客様の故意・過失・誤用・異常な条件でのご利用によって MMC/SD アクセスユニットに不具合が生じた場合 
z MMC/SD アクセスユニット及び付属品へのご利用方法に起因した損害が発生した場合 
z お客様によって MMC/SD アクセスユニット及び付属品へ改造・修理がなされた場合 

 

弊社は特定の目的･用途に関する保証や特許侵害に対する保証等、本保証条件以外のものは明示・黙示に拘わらず一切保証致しませ

ん。また、直接的・間接的損害金もしくは欠陥製品や製品の使用方法に起因する損失金・費用には一切責任がありません。損害の発生につ

いてあらかじめ知らされていた場合でも保証致しません。 
MMC/SD アクセスユニットは「現状」で販売されているものであり、使用に際してはお客様がその結果に一切の責任を負うものとします。

弊社は使用または使用不能から生ずる損害に関して一切責任を負いません。保証は最初の購入者であるお客様ご本人にのみ適用され、

お客様が転売された第三者には適用されません。よって転売による第三者またはその為になすお客様からのいかなる請求についても責任

を負いません。 



 

MMC/SD アクセスユニット API コマンド解説書 株式会社  2 

 

1 はじめに 
MMC/SDアクセスユニットSDC23（以下、本アクセスユニット）は外部のCPUボ－ドから汎用のシリアルイ

ンタ－フェイスを通して、簡易なコマンド操作によりMMC/SDカ－ドへのファイルアクセスを行う事を目的とした

製品です。以下に、コマンドの仕様とその使い方について解説する。 

 

2 API 制御コマンド 
2.1 API 制御コマンドの記述形式 

コマンド列：“コマンド名 パラメ－タ 1 ・・・ パラメ－タ 3”<CR> 
コマンド列はコマンド名、1～3 個のパラメ－タとコマンドの終了コ－ド<CR>で構成します。 
コマンド名は４文字の半角英数字、パラメ－タ数はコマンドの内容により 1 個から 3 個まで、 
コマンド名とパラメ－タおよびパラメ－タ間は半角スぺ－スコ－ド（0ｘ20）で区切る。 
<CR>はキャリッジリタ－ンコ－ド(16 進数で 0x0D)を表す。 
コマンド列の最大長さは 128 文字です。 
コマンド列の中で用いる英文字の小文字はプログラムにより大文字に変換しています（大文字と小文字の区別を

しない）。 
 

2.2 API 制御コマンドの説明 

各コマンドについては以下の順で説明します。 
［コマンド列］4 文字のコマンド名 0 から 3 個のパラメ－タ <CR>コ－ド 
パラメ－タ パラメ－タの説明 

          注：数値パラメ－タにおいて 16 進数を指定する場合は、数値文字の後に H または h を付ける。 
       ex  “48”は 10 進数の 48 
          “48h” あるいは“48H”は 16 進数の 48(0x48)  

制御内容  コマンド列の制御の内容 
応答内容  "XX"<CR>  XX は 2 文字の 16 進表記 応答内容はコマンドにより異なる場合がある。 

"88"<CR>、"99"<CR>のように"80"以上の応答コ－ドで同じ文字が並ぶ応答コ－ドはコマンドの種 
類に依存しない共通コ－ドとしいます 16 進” 88”から”FF”の応答内容は以下の通りです。 

 
"88"<CR> <CR>のみの時の応答コ－ド 
"99"<CR> 受信されたコマンドに該当するコマンド名がない場合の応答コ－ド 

      "AA"<CR>  パラメ－タ数や値が合わない場合の応答コ－ド 
      "BB"<CR> コマンドパラメ－タ列の長さが制限を超えた場合の応答コ－ド（128 文字以上） 
      "CC"<CR> その他のエラ－（他に分類されない場合） 
      "FF"<CR> コマンドが有効となる状態でない場合（ファイルがオ－プンされていない等） 
 

また、"80"以上の 16 進の数値応答コ－ドで特別の意味を持つコ－ドを次に示す。 
            “D1”<CR>  DIR1 コマンドによるディレクトリの指定が無効（DIRN コマンドで用いる） 
       

2 文字以上の 16 進以外の表記 
      "nnnnn"<CR> 入力を促す応答コ－ド 注 3 
      “zzzzz"<CR>  ディレクトリ読みだしコマンドにおいてもう読み出す項目がない場合の応答 

"NN"<CR> 入力（アプリケ－ション側からは書き込むバイトデ－タの出力）を促す応答コ－ド 
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     注 1：特に明記しない場合、以下に用いる入力、出力、受信、送信という用語は本アクセスユニット

SDC23 側から見た場合としています。 
        入力（外部：ユ－ザ CPU 側からは出力） 受信（外部：ユ－ザ CPU 側からは送信） 
        出力（外部：ユ－ザ CPU 側からは入力） 送信（外部：ユ－ザ CPU 側からは受信） 
     注 2：コマンドの種類によって応答コ－ドが複数回に分けて返ってきます。 
          注 3：16 進数字文字以外の"nnnnn"<CR>、”zzzzz”<CR>、"NN"<CR> は外部：ユ－ザ CPU とデ－

タの受け渡しを確認しながら行なう（ハンドシェイクする）場合に用いています。 
          注 4："NX"<CR> は本アクセスユニットの応答コードではなく、アプリケーション側から送信する

コ－ド 
  
記述/応答例 記述例、応答例      
その他   注意事項、留意事項など 
------------------------------------------------------------------------------------------ 
 

2.3 コマンド名一覧 

  コマンド名と動作内容を次表に示す。 

＊ HELP コマンドは本アクセスユニットでは動作しません（デモプログラム 2 で動作する） 
 

2.4 各コマンドの説明 

 
［コマンド列］"CDST"<CR>  
パラメ－タ なし 
制御内容  カ－ドステ－タス(ディスクステ―タス)の取得 
応答内容  次の組み合わせの応答コ－ドを返す 

STA_NOINIT 0x01 /* Drive not initialized  カ－ドの未初期化    */ 
        STA_NODISK 0x02 /* No medium in the drive カ－ドが未装着   */ 
        STA_PROTECT 0x04 /* Write protected        ライトプロテクトあり */ 
            
        上記の状態の組み合わせのコ－ドで応答する。 

コマンド名 動作内容 コマンド名 動作内容
CDST カ－ドステ－タスを取得する FCHM ファイル/ディレクトリの属性を変更する
MDIR ディレクトリを作成する DFRE ディスク空き領域を取得する
ODIR ディレクトリをオープンする FATI ファイルシステム（FAT）情報を取得する
RDIR ディレクトリ項目を読み出す FINF ファイルまたはディレクトリの情報を取得する
DIR1 最初のディレクトリ項目を読み出す FEOF ファイルポインタが終端を指すかどうか
DIRN 次のディレクトリ項目の読み出す GCSD カ-ド仕様デ-タCSDを取得する
FOPN　 ファイルをオープンする GCID カ-ド固有情報デ-タCIDを取得する
FCLS ファイルをクロ―ズする FCPY ファイルのコピ－を行なう
FSYN キャッシュされたデータをフラッシュする FSIZ ファイルのサイズ（バイト数）を取得
FTRN ファイル長を切り詰める PUTC 文字の書き込み
FUNL ファイルまたはディレクトリを削除する GETS ファイルから文字列を読み出す
FRED ファイルからデータを読み出す FUSE ファイルオブジェクトの使用状態を取得する
FWRT ファイルにデータを書き込む SVER 本ユニットのソフトウェアバ－ジョンを取得する
FSEK ファイルのR/Wポインタを移動する MNTF マウント状態を取得する
FTEL ファイルのR/Wポインタの位置を取得する
FREN ファイル/ディレクトリの名前の変更/移動
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    "00"<CR> ライトプロテクトなし、カ－ドが装着、カ－ド初期化済み 
    "01"<CR> ライトプロテクトなし、カ－ドが装着、カ－ド未初期化 
    "04"<CR> ライトプロテクトあり、カ－ドが装着、カ－ド初期化済み 
    "05"<CR> ライトプロテクトあり、カ－ドが装着、カ－ド未初期化 
        "07"<CR> カ－ドが未装着 
                   
記述/応答例    
        "CDST"<CR> 
        "07"<CR> カ－ドが未装着（STA_NOINIT+STA_NODISK+STA_PROTECT） 
              
        "CDST"<CR> 
        "04"<CR>    カ－ドが装着、ライトプロテクトあり（STA_PROTECT） 
              
        "CDST"<CR> 
        "00"<CR>    カ－ドが装着、ライトプロテクトなし、カ－ド初期化済み 
                         
その他 本アクセスユニットではカ－ドの検出と、10ms 間隔のタイマ割り込みでカ－ドの装着、ライトプロ 

テクトの検出を行っています。 
電源が入った時、リセット信号が入った時、カ－ドが挿入された時にカ－ドの初期化処理を行い、また 
ファイルアクセスのためにワ－クエリアを確保する処理（マウント）を行います。カ－ドを抜いた場合 
は、カ－ドの初期化とマウントを無効としています。そのため、ファイルをオ－プンした状態、カ－ド 
への書き込み、読み込みを行っている間でのカ－ドの抜き差しは行わないで下さい。 

 
      

［コマンド列］"MDIR  p1"<CR>  
パラメ－タ p1：作成するディレクトリ名 
制御内容 ディレクトリを作成します。 
応答内容 

"00"<CR> 正常終了  
"01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 

   "03"<CR> パスが見つからない 
   "04"<CR> パス名が不正 
   "06"<CR> ディスクやディレクトリ・エントリが満杯の場合など  
   "07"<CR> 同名のディレクトリが存在する 

"08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
"09"<CR> メディアが書き込み禁止状態 
"0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 

    "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
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記述/応答例  
   "MDIR  DIRSAMP"<CR> 
   "00"<CR> 正常終了 
   "MDIR  DIRSAMP/SUB1"<CR> 
   "09"<CR> メディアが書き込み禁止状態（ライトプロテクト） 
        
   "MDIR  DIRSAMP"<CR> 
   "07"<CR> 同名のディレクトリが存在する 
        
   "MDIR  DIRSAMP"<CR> 
   "01"<CR> カ－ドが挿入されていない場合 
        
その他  パスは常にル－ト・ディレクトリから辿る絶対パスでの指定となっています。 
     またディレクトリのセパレ－タ記号は¥ではなく/（スラッシュ）を用いる。 
     パス先頭の/（スラッシュ）はなくてもよい。 
     ex /DIRSAMP/SUB1 でも DIRSAMP/SUB1 でもよい。 
 

［コマンド列］"ODIR  p1"<CR>  
パラメ－タ p1：オ－プンするディレクトリ名 
制御内容 ディレクトリをオ－プンします 
応答内容  

"00"<CR> 正常終了  
   "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
   "02"<CR> ディレクトリが見つからない 
   "03"<CR> パスが見つからない 
   "04"<CR> パス名が不正 
   "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗 
   "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
   "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
 
記述/応答例  

"ODIR  DIRSAMP"<CR> 
   "00"<CR> 正常終了 
         
   "ODIR  DIRSAMP/SUB2"<CR> 
      "02"<CR> ディレクトリが見つからない   
         
その他  FatFs ファイルシステムではカレント・ディレクトリの概念を採用していません。 
     パスは常にル－ト・ディレクトリから辿る絶対パスでの指定となっています。 
     本アクセスユニットにおいてもこのパス指定方法を採用しています。 
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［コマンド列］"RDIR p1"<CR>  
パラメ－タ p1：読み出し対象のディレクトリ名 

制御内容 ディレクトリ名を指定してそのディレクトリをオ－プンし、そのディレクトリ項目を読み出します。

（MSDOS の DIR コマンドに相当） 
応答内容 

 1 回目の応答 
   3 文字（2 文字の 16 進文字列+ＣＲコ－ド）の場合： 

エラ－終了 "00"<CR>以外のコ－ドを返して終了 
 

   "nnnnn"<CR>の場合： 
   読み出し対象のディレクトリ名が適正で、メディアがセットされるなど正常な状態の場合。 
   本アクセスユニット側は１文字受信待ちとなり、'0'から'9'以外の任意の 1 文字を受信（外部からは送信） 

すると次の応答コ－ドを送信する。'0'から'9'のコ－ドを受信した場合は 3 文字（2 文字の 16 進文字列+ 
CR コ－ド）の終了コ－ドを送信して終了する。 

   ** 外部 CPU が"nnnnn"<CR>を受信した後の'0'から'9'コ－ド送信（本アクセスユニット側は受信）は、 
ディレクトリ項目の読み出しを終了したい場合に用いる。 

 
   ２回目以降の応答 
   ファイルやディレクトリがある場合： 
   ディレクトリの場合(ディレクトリの中にディレクトリがある場合)次の形式の文字列を送信する。 
   "D---- 2008/09/05 16:56         0  SUB_DIR1    "<CR> （SUB_DIR1 はディレクトリ名) 
    
   空白で区切られた各項目は順に 
    属性(5 文字)          "D----"        (1 文字目の D はディレクトリを示す) 
    作成/更新日付(10 文字)     "2008/09/05" 
    時刻（5 文字）         "16:56" 
    サイズ（10 進 10 文字）      "         0"      （ディレクトリの場合サイズは 0） 
    ディレクトリ名(12 文字)       "SUB_DIR1    "   (ディレクトリ名最大 8 文字+空白文字） 
      
   ファイルの場合は次の形式の文字列を送信する。 
   "----A 2008/05/14 03:23       124  GETTEST.TXT "<CR> 
   通常のファイルでは最初の 5 文字が----A となる     (A はア－カイブ属性を示す) 
   空白で区切られた各項目は順に 
    属性(5 文字)          "----A" 
    作成/更新日付(10 文字)     "2008/05/14" 
    時刻（5 文字）         "03:23" 
    サイズ（10 進 10 文字）  "       124"   （右寄せ） 
    ファイル名(12 文字）       "GETTEST.TXT "   (左寄せ）*2 
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   続いて、応答文字列"nnnnn"<CR>を送信し、1 文字受信待ちとなる。 
   '0'から'9'のコ-ドを受信した場合は 3 文字（２文字の１６進文字列+CR コ－ド）の終了コ－ドを送信し 

て終了する。 
   '0'から'9'以外の任意の 1 文字を受信（外部からは送信）すると次のディレクトリ項目を送信する。 
   これを繰り返し、もう次に読み出すディレクトリ項目がない場合はディレクトリ項目の代わり 

に”ZZZZZ”<CR>を送信する。このあと１文字受信すると対象とするディレクトリ（ル－トディレク 
トリも含む）内にあるファイルの数とファイルの使用バイト数を送信する。 

   次に、"nnnnn"<CR>を送信し、'0'から'9'以外の任意の１文字を受信すると、さらに対象とするディレク

ト 
リ内のディレクトリ（サブディレクトリ）数とカードの空き領域容量（バイト数）を送信する。 

   次に"nnnnn"<CR>を送信し、任意の１文字を受信すると 3 文字（２文字の１６進文字列+ＣＲコ－ド） 
の終了コ－ドを送信して終了する。 

 
   アプリケ－ション（外部 CPU）側が 3 文字（２文字の１６進文字列+ CR コ－ド）の終了コ－ドを受信し 

た場合、そのコ－ド内容に応じた処理を行います。 
アプリケ－ション（外部 CPU）側が応答文字列"nnnnn"<CR>または"zzzzz"<CR>を受信した場合、1 文

字送信して、本アクセスユニットから指定したディレクトリにおけるディレクトリ項目あるいはファイル

の数とファイルの使用バイト数あるいはディレクトリ数とカードの空き領域容量（バイト数）を受信（本

アクセスユニットからの送信）する処理を行います。 
 
   <CR>を含めた 3 文字の応答コ－ド 
   "00"<CR> 正常終了  
   "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
   "02"<CR> ディレクトリが見つからない 
   "03"<CR> パスが見つからない 
   "04"<CR> パス名が不正 
   "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
   "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
   "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
 
  *1 最初の５文字は属性を示すがファイルについては単一の属性ではなく、組み合わせた属性の場合もある。 
   1）D---- ディレクトリ 
   2）-R--- リ－ドオンリ－ファイル 
   3）--H-- 隠しファイル 
   4）---S- システムファイル 
   5）----A ア－カイブ属性のファイル ・・・通常、この属性が設定される。 
      
  *2 ファイルはドット’.’で区切られた最大 8 文字のファイル名と最大 3 文字の拡張子で、１２文字に満たな

い場合は空白文字を付加した（12 文字で応答）。 
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記述/応答例    
記述/応答例１： 

    外部 CPU            本アクセスユニット 
   "RDIR  SUBDIR1"<CR>   

（対象ディレクトリ /SUBDIR1） 
                             "nnnnn"<CR>送信 
     １文字送信（'0'から'9'以外）               
                             "----A 2008/07/31 15:33        66  fattest.TXT "<CR> 

(最初のディレクトリ項目送信) 
                             "nnnnn"<CR>送信 
      １文字送信（'0'から'9'以外）               
                             "----A 2008/05/14 03:23     13200  TEST2.TXT   "<CR> 

(次のディレクトリ項目送信) 
                             "nnnnn"<CR>送信 
                 
                       途中省略（ディレクトリ項目がある間これを繰り返す） 
                             "nnnnn"<CR>送信 
      １文字送信（'0'から'9'以外）               
                             "zzzzz"<CR> 送信  *1   

（読み出す項目がもうない） 
      １文字送信（'0'から'9'以外）               
                             "0004 0000013292"<CR> 

   （ファイル数 ファイルの使用バイト数送信） 
                             "nnnnn"<CR>送信 
     １文字送信（'0'から'9'以外）               
                    "0002 0126991360"+<CR>    

（ディレクトリ数 ディスクの空き領域バイト数送信） 
                             "nnnnn"<CR>送信 
    １文字送信（'0'から'9'以外）               
                             "00"<CR>送信    *2      正常終了    
    終了コ－ド受信 
                               
                *1 読み出す項目がない場合にダミ－のディレクトリ項目"zzzzz"<CR>を送信 
                *2 3 文字（2 文字の 16 進文字列+ CR コ－ド）送信で終了 
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記述／応答例２:   途中で中断する場合 
    外部 CPU            本アクセスユニット 
"RDIR  SUBDIR1"<CR>   

    （対象ディレクトリ /SUBDIR1） 
                            "nnnnn"<CR>送信 
    １文字送信（'0'から'9'以外）                                          
                    "----A 2008/07/31 15:33        66  fattest.TXT "<CR> 

(最初のディレクトリ項目送信) 
                            "nnnnn"<CR>送信 
    １文字送信（'0'から'9’の'2'を送信）               
                              "00"<CR>送信         
    終了コ－ド受信 
                 

記述／応答例 3:   対象ディレクトリに読み出す項目がない場合（空のディレクトリ） 
    外部 CPU            本アクセスユニット 

"RDIR  SUBDIR3"<CR>                       
（対象ディレクトリ /SUBDIR3） 

                           "nnnnn"<CR>送信 
１文字送信（'0'から'9'以外）               

                            "zzzzz"<CR>送信       
（ 読み出す項目がない） 

１文字送信（'0'から'9'以外）               
                            "0000 0000000000"<CR>  

 （ファイル数 ファイルの使用バイト数送信） 
                            "nnnnn"<CR>送信 

１文字送信（'0'から'9'以外）               
                         "0000 0126991360"<CR>  

（ディレクトリ数 ディスクの空き領域バイト数送信） 
                         "nnnnn"<CR>送信 

１文字送信（'0'から'9'以外）               
                           １文字受信 
                           "00"<CR>送信          正常終了    
    終了コ－ド受信 
        

記述/応答例４： エラ－の例 
    外部 CPU            本アクセスユニット 

 "RDIR /DIR1/SUBDIR"<CR> 
                      "0A"<CR>送信  

(ワ－ク・エリアが与えられていない) 
      終了コ－ド受信 
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その他  パスは常にル－ト・ディレクトリから辿る絶対パスでの指定となっています。 
          RDIR コマンド、DIR1 コマンド、DIRN コマンドについて外部の CPU 側での共通操作は次の 1）、2）

である。 
1） 3 文字（2 文字の 16 進文字列+<CR>）の終了コ－ドを受信（本アクセスユニット側からは送信） 

した後コマンド終了処理を行なう。 
     2）"nnnnn"<CR> あるいは "zzzzz"<CR>を受信したら１文字送信して、次の応答コ－ドを受信する。 
      

［コマンド列］"DIR1  p1"<CR>  
パラメ－タ p1：読み出し対象のディレクトリ名 
制御内容 対象ディレクトリ内の最初のディレクトリ項目を読み出します。 
応答内容  

   １回目の応答コ－ド 
   3 文字（2 文字の 16 進文字列+ＣＲコ－ド）の場合：エラ－終了  

"00"<CR>以外のコ－ドを返して終了。 
   "nnnnn"<CR>の場合： 
   読み出し対象のディレクトリ名が適正で、メディアがセットされるなど正常な状態の場合。 
   本アクセスユニット側は１文字受信待ちとなり、'0'から'9'以外の任意の 1 文字を受信（外部からは送信） 

すると次の応答コ－ドを送信する。'0'から'9'のコ－ドを受信した場合は 3 文字（２文字の１６進文字列+
ＣＲコ－ド）の終了コ－ドを送信して終了する。 

   ** 外部 CPU が"nnnnn"<CR>を受信した後の'0'から'9'コ－ド送信（本アクセスユニット側は受信）は、 
ディレクトリ項目の読み出しを終了したい場合に用いる。 

 

   ２回目以降の応答コ－ド 
   ファイルやディレクトリがある場合： 
   ディレクトリの場合(ディレクトリの中にディレクトリがある場合) 
   "D---- 2008/09/05 16:56         0  SUB_DIR1    "<CR> （SUB_DIR1 はディレクトリ名） 
 

   ファイルの場合 
   "----A 2008/05/14 03:23       124  GETTEST.TXT "<CR> 
   通常のファイルでは最初の５文字が----A となる    (A はア－カイブ属性を示す） 
      

   読み出すディレクトリ/ファイル項目がない場合： 
   本アクセスユニットは応答文字列"nnnnn"<CR>を送信した後、'0'から'9'以外の任意の 1 文字を受信（外 

部からは送信）すると５文字"zzzzz"+<CR>を送信する。このあと任意の 1 文字を受信（すると、3 文 
字（2 文字の 16 進文字列+ＣＲコ－ド）の終了コ－ドを送信する。 

  

   <CR>を含めた 3 文字の応答コ－ド  
   "00"<CR> 正常終了  
   "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
   "02"<CR> ディレクトリが見つからない 
   "03"<CR> パスが見つからない 
   "04"<CR> パス名が不正 
   "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
   "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
   "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
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記述/応答例  
       記述/応答例１： 
    外部 CPU            本アクセスユニット 
"DIR1 MAINDIR"<CR> 
                              "nnnnn"<CR>送信 
        １文字送信（'0'から'9'以外）               
                              "----A 2008/07/31 15:33        66  fattest.TXT "<CR>  

(最初のディレクトリ項目送信) 
                              "nnnnn"<CR>送信 
        １文字送信（'0'から'9'以外） 
                              "00"<CR>送信          正常終了    
        終了コ－ド受信 
 
        記述/応答例２： 読み出すディレクトリ項目がない場合 
      外部 CPU            本アクセスユニット 
        "DIR1 MAINDIR"<CR> 
                              "nnnnn"<CR>送信 
        １文字送信（'0'から'9'以外）               
                              "zzzzz"<CR>送信 
        １文字送信 
                              １文字受信 
                              "00"<CR>送信          正常終了    
        終了コ－ド受信 
                 
        記述/応答例 3： 途中で中断する場合 
      外部 CPU            本アクセスユニット 
        "DIR1 MAINDIR"<CR> 
                              "nnnnn"<CR>送信 
        １文字送信（'4'を送信）               
                              １文字受信（'4'） 
                              "00"<CR>送信          正常終了    
        終了コ－ド受信 
 
        記述/応答例４： エラ－受信の例 
      外部 CPU            本アクセスユニット 
        "DIR1 /DIR1/SUBDIR"<CR> 
                      "0A"<CR>送信  ワ－ク・エリアが与えられていない 
        終了コ－ド受信 
 
その他 
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［コマンド列］"DIRN"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タなし 
制御内容 DIR1 コマンドで指定した読み出し対象ディレクトリにおける次のディレクトリ項目を読み出します。 
    DIRN コマンドは２回以上連続して実行した場合は、前に実行して読み出した次のディレクトリ項目 

を読み出します。 
応答内容 

  １回目の応答コ－ド 
    3 文字（２文字の１６進文字列+ＣＲコ－ド）の場合： 

エラ－終了 "00"<CR>以外のコ－ドを返して終了。 
         

    "nnnnn"<CR>の場合： 
    読み出し対象のディレクトリ名が適正で、メディアがセットされるなど正常な状態の場合。 
    本アクセスユニット側は１文字受信待ちとなる。 
    ** 外部 CPU が"nnnnn"<CR>を受信した後の'0'から'9'コ－ド送信（本アクセスユニット側は受信）は、 

ディレクトリ項目の読み出しを終了したい場合に用いる。 
 

    ２回目以降の応答コ－ド 
    アクセスユニット側が'0'から'9'以外の任意の 1 文字を受信（外部からは送信）すると次の応答コ－ドを 

送信する。'0'から'9'のコ－ドを受信した場合は 3 文字（２文字の１６進文字列+CR コ－ド）の終了コ－ 
ドを送信して終了する。 

    ** 外部 CPU が"nnnnn"<CR>を受信した後の'0'から'9'コ－ド送信（本アクセスユニット側は受信）は、 
ディレクトリ項目の読み出しを終了したい場合に用いる。 

 

    ファイルやディレクトリがある場合： 
    ディレクトリの場合(ディレクトリの中にディレクトリがある場合) 
    次の形式の応答を送信する。 
    "D---- 2008/09/05 16:56         0  SUB_DIR1    "<CR> （SUB_DIR1 はディレクトリ名) 
    最初の 5 文字が D----となる  
 

    ファイルの場合： 
    次の形式の応答を送信する。 
    "----A 2008/05/14 03:23       124  GETTEST.TXT  "+<CR> 
     通常のファイルでは最初の 5 文字が----A となる 
 
    続いて、本アクセスユニットは文字列”nnnnn”<CR>を送信し、1 文字を受信すると 
    3 文字（2 文字の 16 進文字列+ＣＲコ－ド）の応答コ－ドを返して終了する。 
 
    読み出すディレクトリ/ファイル項目がない場合： 
    本アクセスユニットは応答文字列”nnnnn”<CR>を送信した後に、CPU ボ－ド側から任意の 1 文字を 

受信すると 5 文字の"zzzzz"<CR>送信する。この後、他の場合と同様に本アクセスユニットは文字 
列”nnnnn”<CR>を送信し、CPU ボ－ド側から 1 文字を受信すると 3 文字（２文字の１６進文字列+ 
ＣＲコ－ド）の応答コ－ドを送信して処理を終了する。 

 
    3 文字の応答コ－ド 
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    "00"<CR> 正常終了  
    "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
    "02"<CR> ディレクトリが見つからない 
    "03"<CR> パスが見つからない 
    "04"<CR> パス名が不正 
    "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
    "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
    "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
    "D1"<CR>  DIR1 コマンドによるディレクトリの指定が無効。 
      
記述/応答例  
       記述/応答例１： 
    外部 CPU            本アクセスユニット 
       "DIRN"<CR> 
                            "nnnnn"<CR>送信 
       １文字送信（'0'から'9'以外）               
                            "----A 2008/07/31 15:33        66  test1.TXT   "<CR> 送信 
                            "nnnnn"<CR>送信 
       １文字送信 
                            "00"<CR>送信          正常終了    
       終了コ－ド受信 
 
       記述/応答例２： 記述/応答例１に続いて実行した場合 
    外部 CPU            本アクセスユニット 
       "DIRN"<CR> 
                            "nnnnn"<CR>送信 
       １文字送信（'0'から'9'以外）               
                            "----A 2008/07/31 15:33        33  test2.TXT"<CR> 送信 
                            "nnnnn"<CR>送信 
       １文字送信 
                            "00"<CR>送信          正常終了    
       終了コ－ド受信 
                 
       記述/応答例 3： '0'から'9'の間のコ－ドを受信した場合（処理をキャンセルする） 
    外部 CPU            本アクセスユニット 
       "DIRN"<CR> 
                          "nnnnn"<CR>送信 
       １文字送信（'5'を送信）               
                          "00"<CR>送信          正常終了    
       終了コ－ド受信 
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       記述/応答例 4： DIR1 コマンドを実行しなかった場合 
    外部 CPU            本アクセスユニット 
       "DIRN"<CR> 
                      "D1"<CR>送信                エラ－終了 
    終了コ－ド受信 
 

       記述/応答例 5： DIR1 で指定したディレクトリにディレクトリ項目が１つしかない場合 
    外部 CPU            本アクセスユニット 
       "DIRN"<CR> 
                           "nnnnn"<CR>送信 
       １文字送信（'0'から'9'以外）               
                           １文字受信 
                           "zzzzz"<CR>送信   次のディレクトリ項目がない（注） 
       １文字送信 
                     "00"<CR>送信          正常終了    
       終了コ－ド受信 
         

   注：最初のディレクトリ項目は DIR1 コマンドで読み出される。 
                 
       記述/応答例 6： DIR1 で指定したディレクトリが空の場合 
              （DIR1 コマンドを発行しなかった場合と同様の結果を得る） 
     外部 CPU            本アクセスユニット 
      "DIRN"<CR>         
                      "D1"<CR>送信                エラ－終了 
    終了コ－ド受信 
                 

その他  DIRN コマンドの対象ディレクトリは DIR1 コマンドで指定したディレクトリとしています。 
     DIR1 コマンドで指定したディレクトリが空の場合（ディレクトリ項目がない場合） 
     DIRN コマンドを連続的に実行する場合、最後のディレクトリ項目を読み込み、次にもう読み込む項 

目がないと確認するまで読み込んだ時点（"zzzzz"を読み込んだ時点）で DIR1 コマンドによるディレ

クトリの指定を無効としています。そのため次に DIRN コマンドを実行すると応答コ－ド"D1"<CR> 
を返します。 

 

［コマンド列］"FOPN ｐ1 ｐ2  p3"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号（1,2,3 のいずれか）  
      パラメ－タ 2 ファイルのフルパス名 
            （開くまたは作成するファイルの ファイル名が入った'¥0'で終わる文字列） 
      パラメ－タ 3 モ－ドフラグ(ファイルのアクセス方法やオ－プン方法を決める文字フラグ、値と意 

味は次表の通り）  
      ファイルのオ－プンモ－ドフラグ 

文字  値 意味
"R" 0x01 読み出しモ－ドで開く、読み書きする場合は"W"と共に指定する
"W" 0x02 書き込みモ－ドで開く、読み書きする場合は"R"と共に指定する
"X" 0x00 既存のファイルを開く、ファイルが無いときはエラ－となる
"O" 0x10 既存のファイルを開く、ファイルが無いときはファイルを作成する
"N" 0x04 ファイルを作成する、同名のファイルがある場合は、エラ－となる
"A" 0x08 ファイルを作成する、同名のファイルがある場合は、サイズを0にしてから開く
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パラメ－タ 3 の記述例： 
      “RX”または”R” :既存のファイルを読み出しモ－ドで開きます。 
      "RWX"または"RW":既存のファイルを読み書きモ－ドで開きます。 
      "WA" :書き出しモ－ドで開きます。 同名のファイルがない場合新しくファイルを作成します。 
      同名のファイルがある場合は、サイズを 0 にしてから開きます。 
      "WN" :新規のファイルを書き出しモ－ドで開きます。 
      同名のファイルがない場合新しくファイルを作成します。 
         同名のファイルがある場合は、エラ－となります。 
      "WO" :既存のファイルを書き出しモ－ドで開きます。 
         ファイルがない場合は、ファイルを作成します。 
             
制御内容 ファイルをオ－プンまたは作成します。 
応答内容 "00"<CR> 正常終了  
      "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
  "02"<CR>  ファイルが見つからない 
     "03"<CR> パスが見つからない 
     "04"<CR> パス名が不正 
     "06"<CR> アクセスが拒否された。 
                リ－ド・オンリ－・ファイルの書き込みモ－ド・オ－プン、 
                同名のディレクトリまたはリ－ド・オンリ－・ファイルがある状態でのファイル作成、 
                ディスクまたはディレクトリ・テ－ブルが満杯でファイルを作成できないなど  
     "07"<CR> 同名のファイルが存在する 
     "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
     "09"<CR> メディアが書き込み禁止状態 
     "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
     "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
      "0C"<CR>  ファイルオブジェクトが使用中、無効なファイルオブジェクト 
      
記述/応答例  
        ファイルオブジェクト 1を用いて、既存のファイル/DIR123/TEST1.TXTを読み出しモ－ドで開きます。 
    "FOPN 1 /DIR123/ TEST1.TXT  RX"<CR>  
    "00"<CR> 正常終了 
       
    ファイルオブジェクト 2 を用いて、既存のファイル/DIR123/SUBDIR/test2.txt を読み書きモ－ドで開 

きます。ファイルが無いときはエラ－になります。 
    "FOPN 2 /DIR123/SUBDIR / TEST2.TXT RWX"<CR>  
    "02"<CR> ファイルが見つからない 
       
    ファイルオブジェクト 2 を用いて、ファイル/DIR123/SUBDIR/TEST3.TXT を書き出しモ－ドで開き 

ます。同名のファイルがない場合新しくファイルを作成します。 
    同名のファイルがある場合は、サイズを 0 にしてから開きます。 
    "FOPN 2 /DIR123/SUBDIR /TEST3.TXT WA"<CR>  
    "00"<CR> 正常終了 
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    ファイルオブジェクト 2 を用いて、新規のファイル/DIR123/SUBDIR /TEST４.TXT を書き出しモ－ド 

で開きます。同名のファイルがない場合新しくファイルを作成します。 
    同名のファイルがある場合は、エラ－となります。 
    "FOPN 2 /DIR123/SUBDIR/TEST４.TXT WN"<CR>  
    "07"<CR> 同名のファイルが存在する 
       

ファイルオブジェクト 3 を用いて、既存のファイル/DIR123/SUBDIR /TEST5.DAT を書き出しモ－ド 
で開きます。ファイルがない場合は、ファイルを作成します。 

    "FOPN 3 /DIR123/SUBDIR /TEST5.DAT WO"<CR> 
 
その他  本アクセスユニットでは同時にオ－プンできるファイルオブジェクトは 3 つまでです。 
     第 1 パラメ－タは 1,2,3 のいずれかとなっています。 
     既にファイルオブジェクトが使用中の場合は"0C"<CR>を返します。 
 

［コマンド列 ］"FCLS ｐ1"<CR>  

 
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号（1,2,3 のいずれか）  
制御内容 ファイルを閉じます 
     書き込みの行われたファイルの場合、キャッシュされた状態（R/W バッファ上のデ－タ、変更された

FAT やディレクトリ項目）はディスクに書き戻されます。正常に終了すると、そのファイルオブジェ

クトは無効になり、そのメモリも解放できます。 
 
応答内容 "00"<CR> 正常終了  
      "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
     "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
     "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
      "0C"<CR> ファイルオブジェクトが使用中でない、無効なファイルオブジェクト 
 
記述/応答例 

 "FCLS  1"<CR>  使用中のファイルオブジェクト 1 を閉じます。 
     "00"<CR> 正常終了  
       
     "FCLS  2"<CR> 使用中のファイルオブジェクト 2 を閉じます。 
     "0C"<CR>      ファイルオブジェクトが使用中でない（オ－プンされていない） 
 
その他  オ－プンしていないファイルオブジェクトの番号を指定した場合は"0C"<CR>を返します。 
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［コマンド列］"FSYN ｐ1"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号（1,2,3 のいずれか）  
制御内容 書き込み中のファイルのキャッシュされた情報をフラッシュします。 
応答内容 "00"<CR> 正常終了  
      "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
     "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
     "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
      "0C"<CR>  ファイルオブジェクトが使用中でない、無効なファイルオブジェクト 
 
記述/応答例 

"FSYN  1"<CR>  ファイルオブジェクト 1 を使用しているファイルのキャッシュされた情報をフラ 
ッシュします。 

    "00"<CR> 正常終了  
       
    "FSYN  2"<CR>   
    "0C"<CR> ファイルオブジェクト２がオ－プンされていない 
 
その他  オ－プンしていないファイルオブジェクトの番号を指定した場合は"0C"<CR>を返します。 
 

［コマンド］"FTRN ｐ1"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号（1,2,3 のいずれか）  
制御内容  ファイルの長さが現在のファイル R/W ポインタに切り詰めます。 
      ファイルR/Wポインタがファイルの終端を指しているときは、この関数は何の効果も持ちません。 
応答内容 "00"<CR> 正常終了  
      "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
     "06"<CR> アクセスが拒否された。リ－ド・オンリ－・ファイルの書き込みモ－ド・オ－プンなど  
     "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
     "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
      "0C"<CR> ファイルオブジェクトが使用中でない、無効なファイルオブジェクト 
 
記述/応答例 

  "FTRN  1"<CR> 
    使用中のファイルオブジェクト 1 ファイルの長さを現在のファイル R/W ポインタに切り詰めます。 
 
その他  オ－プンしていないファイルオブジェクトの番号を指定した場合は"0C"<CR>を返します。 
          ファイルオブジェクトを使用中かどうかは"FUSE"<CR>コマンドで確認することができます。 
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［コマンド列］"FUNL ｐ1"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイルまたはディレクトリのフルパス名 
            （削除対象のファイルまたはディレクトリ名の入った'\0'で終わる文字列） 
制御内容  ファイルまたはディレクトリを削除します 
応答内容  "00"<CR> 正常終了  
      "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
   "02"<CR>  ファイルが見つからない 
      "03"<CR> パスが見つからない 
      "04"<CR> パス名が不正 
      "06"<CR> 対象ファイル・ディレクトリがリ－ド・オンリ－状態、対象ディレクトリが空でない 

場合など。アクセスが拒否された。  
      "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
      "09"<CR> メディアが書き込み禁止状態 
      "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
      "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
 
記述/応答例 

ディレクトリ DIR123 にあるファイル TEST1.TXT を削除します。 
    "FUNL  DIR123/TEST1.TXT"<CR> 
    "00"<CR> 正常終了 
       
    ディレクトリ DIR123 にあるディレクトリ SUBDIR1 を削除します。 
    "FUNL  DIR123/SUBDIR1"<CR> 
    "03"<CR> パスが見つからない(FR_NO_PATH) 
       
その他   
 

［コマンド列］"FRED ｐ1 ｐ2"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号（1,2,3 のいずれか）  
      パラメ－タ 2 読み込むバイト数 
制御内容  ファイルからデ－タを読み出します。 
応答内容   １回目の応答コ－ド 
      ２桁の１６進文字列<CR>の場合はここで終了する。（"00"<CR> 以外） 
      正常に読み込み動作が行なわれた場合： 
      ４桁１０進文字列の読み込みバイト数+<CR> を送信する。  
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          "00"<CR> 正常終了  
       "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
   "02"<CR>  ファイルが見つからない 
      "03"<CR> パスが見つからない 
      "04"<CR> パス名が不正 
      "06"<CR> 対象ファイル・ディレクトリがリ－ド・オンリ－状態、対象ディレクトリが空でない

場合など。アクセスが拒否された。  
      "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
      "09"<CR> メディアが書き込み禁止状態 
      "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
      "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
      "0C"<CR> ファイルオブジェクトを確保していない、無効なファイルオブジェクト 
      
      ２回目の応答 
      アプリケ－ション側の CPU ボ－ドへ同期を目的としたコ－ド"nnnnn"<CR>を送信する。 
      3 回目の応答 
      ここでアプリケ－ション側から任意の 1 文字を受信すると、バイナリで１回目に応答したバイト数

分のバイトデ－タを送信する。 
      
記述/応答例  

“FRED  1  10" <CR> 
    ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号 1 でオ－プンしたファイルから 10 バイト読み出す。 
    本アクセスユニットからの応答回数は正常動作の場合は 3 回となる。 
    "0010"<CR>    ・・ 1 回目の応答 １０進４桁の文字列+<CR> 
    "nnnnn"<CR>     ・・ 2 回目の応答 読み込みデ－タを送るタイミングの問い合わせ 
         ＜＜ アプリケ－ション側から任意の１文字を受信する ＞＞ 
    ＜10 バイトのバイナリデ－タ＞・・ 3 回目の応答 
       
    注：この例ではファイルポインタ以降に 10 バイト以上のデ－タがある場合、1 回目の応答で 
      10 進 4 桁文字列"0010"<CR>を送信するが、10 バイト未満の時はファイルポインタ以降ファ 

イルの終端間にある文字数分の 10 進 4 桁文字列<CR>を送信する。 
 
その他   第2パラメ－タは読み込むバイト数であるが、本アクセスユニットでは最大512バイトとしている。

そのため、512 バイトを超えるデ－タを読み出す場合には複数回に分けて行なう必要がある。 
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［コマンド列］"FWRT ｐ1 ｐ2"<CR> 
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号（1,2,3 のいずれか）  
      パラメ－タ 2 書き込むバイト数 
制御内容  ファイルにデ－タを書き込みます。 
応答内容   １回目の応答 

本アクセスユニットは最初にパラメ－タ数や値のチェックを行い、次の応答コ－ドを送信する。 
"AA"<CR> 送信 エラ－の場合、ここで終了する。 
"NN"<CR> 送信 エラ－なしの場合 
＜アプリケ－ション側の CPU ボ－ドが"NN"<CR>を受信したら、パラメ－タ 2 で指定したバイト

数のデ－タを送信：本アクセスユニット側では受信＞ 
注： 
"AA"<CR> パラメ－タ数や値が合わない場合の応答コ－ド 

      "NN"<CR> 入力（アプリケ－ション側からは書き込むバイトデ－タの出力）を促す応答コ－ド 
 
２回目の応答 
“00”<CR>    受信したデ－タの書込みが正常に行なわれた場合。 
“00”<CR> 以外 受信したデ－タの書込みが正常に行なわれなかった場合 
 
3 回目の応答 
実際に書き込んだバイト数の文字列（１０進４桁の書き込みバイト数）+<CR>を送信する。 
２回目の応答が“00”<CR> 以外の場合は"0000"+<CR>を送信する。 

 
      ２回目の応答コ－ドは 
          "00"<CR> 正常終了  
      "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
      "06"<CR> 非書き込みモ－ドで開かれたファイルに書き込もうとした 
      "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  

"09"<CR> メディアが書き込み禁止状態 
      "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
       "0C"<CR> ファイルオブジェクトが使用中でない、無効なファイルオブジェクト 
 
記述/応答例  
    記述/応答例 1 
      ファイルオブジェクト 1 でオ－プンしたファイルに 10 バイトのデ－タを書く例 
    外部 CPU            本アクセスユニット 

"FWRT 1 10" <CR> 
                  "NN"<CR>  ….  "NN"<CR>以外はエラ－終了 
    10 バイトのデ－タを送信 
                  終了コ－ド"00"<CR>送信 ….  "00"<CR>以外はエラ－ 
                  書き込みバイト数"0010"<CR>送信 
    終了処理   
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    記述/応答例２ 
    外部 CPU            本アクセスユニット 

"FWRT 1 10" <CR> 
                  "NN"<CR>  ….  "NN"<CR>以外はエラ－終了 
    10 バイトのデ－タを送信 
                  終了コ－ド"08"<CR>送信 ….  "00"<CR>以外はエラ－ 
                  書き込みバイト数"0000"<CR>送信 
    終了処理   
                                                    

その他   第 2 パラメ－タは書き込むバイト数であるが、本アクセスユニットでは１回の書き込みバイト数を

最大 512 バイトとしている。そのため、512 バイトを超えるデ－タを書き込む場合には複数回に分

けて行なう。 
 

［コマンド列］"FSEK ｐ1 ｐ2 ｐ3"<CR>  
パラメ－タ  パラメ－タ 1 ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号（1,2,3 のいずれか）  
       パラメ－タ 2 移動先のオフセット（R/W ポインタ）値 オフセットをバイト単位で指定 
        パラメ－タ 3  オフセットの基準位置（0,1,2 のいずれか） 
            （0：ファイル先頭 1：現在のファイルポインタ 2：ファイルの終端） 
       
制御内容 ファイルの R/W ポインタを移動します。 
     パラメ－タ 3 が "0"の場合（ファイル先頭+オフセット）の位置に R/W ポインタを移動 
              "1"の場合（現在の R/W ポインタ+オフセット）の位置に R/W ポインタを移動 

"2"の場合（ファイルの終端+オフセット）の位置に R/W ポインタを移動 
 

     ** いずれの場合も移動の位置が負の値となった場合は無効とする。 
       
応答内容   最初にパラメ－タ数や値のチェックを行い、不正であれば"AA"<CR>を返す。 
      正常終了すると"00"<CR>が返ってくる。 
 
          "00"<CR> 正常終了  
     "01"<CR>  メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態

(FR_NOT_READY) 
      "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗(FR_RW_ERROR)  
      "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない(FR_NOT_ENABLED) 
     "0C"<CR>  ファイルオブジェクトが使用中でない、無効なファイルオブジェクト

(FR_INVALID_OBJECT) 
      "AA"<CR> パラメ－タ数や値が合わない場合の応答コ－ド 
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記述/応答例  
ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号 1 でオ－プンしたファイルに対して 

    ファイル・オフセット 1000（ファイル先頭+1000）へ移動 
    "FSEK  1  1000 0"<CR>   
    "00"<CR> 正常終了 
       
    3000 バイト進める（現在の R/W ポインタ + 3000）へ移動 
    "FSEK  1  3000 1"<CR>   
    "00"<CR> 正常終了 
       
    2000 バイト戻す（現在の R/W ポインタ - 2000）へ移動 
    "FSEK  1  -2000 1"<CR>   
    "00"<CR> 正常終了 
       
    ファイル終端へ移動(ファイル終端 + 0) へ移動 
    "FSEK  1  0  2" <CR> 
    "00"<CR> 正常終了 
 
    ファイル・オフセット-2（ファイル先頭-2）へ移動 
    "FSEK  1  -2  0" <CR> 
    "AA"<CR> パラメ－タ値が合わない（ファイルポインタを先頭より前には移動できない） 
   
その他 書き込みモ－ドでファイル・サイズより大きな値を指定すると、そこまでファイルが拡張され、拡張さ 

れた部分のデ－タは未定義となります。 
    第 1 パラメ－タを 16 進数で指定する場合は 2000H の様に数字文字列の後に H またはｈをつける 

（2000H、2000ｈは１６進数 0x2000 の値）。 
 
       

［コマンド列］"FTEL ｐ1"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号（1,2,3 のいずれか）  
制御内容  ファイルの R/W ポインタの位置を取得する 
応答内容   最初にパラメ－タ数や値のチェックを行い、不正であれば"AA"<CR>を返す。 
       "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
      "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
      "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
      "0C"<CR> ファイルオブジェクトが使用中でない、無効なファイルオブジェクト 
      "AA"<CR> パラメ－タ数や値が合わない場合の応答コ－ド 
            10 桁の 10 進文字列+<CR>  正常終了した場合のファイルの R/W ポインタの位置  
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記述/応答例  
ファイルオブジェクト 1 でオ－プンしたファイルに対して 

    "FTEL 1" <CR>   
    "0000000128"<CR> ..ファイルの R/W ポインタの位置 が 128 
    （10 桁の 10 進文字列+<CR>） 
 
    "FTEL  4" <CR>   
    "AA"<CR>     ..ファイルオブジェクト番号が（1、2、3 以外） 
       
    "FTEL  1"<CR>   
    "0C"<CR>     ..ファイルオブジェクト 1 が使用中でない（オ－プンされていない） 
      
その他   オ－プンされている場合に有効 
      

［コマンド列］"FREN ｐ1 ｐ2"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1  古いファイルまたはディレクトリ名 （フルパス名の入った'¥0'で終わる文字列） 
            パラメ－タ 2  新しいファイルまたはディレクトリ名（フルパス名の入った'¥0'で終わる文字列） 
 
制御内容  ファイル/ディレクトリの名前の変更/移動。 
応答内容   "00"<CR> 正常終了  
       "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
   "02"<CR>  ファイルが見つからない 
      "03"<CR> パスが見つからない 
      "04"<CR> パス名が不正 
      "06"<CR> 新しい名前のオブジェクトが作れない。  
      “07"<CR> 同名のファイルが存在する 
      "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
      "09"<CR> メディアが書き込み禁止状態 
      "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
      "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
       "0C"<CR> ファイルオブジェクトが使用中あるいは無効なファイルオブジェクト 
 
記述/応答例    

名前を変更する（ OLD.TXT を NEW.TXT へ変更） 
        "FREN  OLD.TXT  NEW.TXT"<CR> 
        "00"<CR> 正常終了  
 
        名前の変更と同時に別のディレクトリへ移動する（ OLD.TXT を DIR1/NEW.TXT へ変更） 
        "FREN  OLD.TXT  DIR1/NEW.TXT"<CR> 
    "00"<CR> 正常終了  
 
その他  ［重要］ディレクトリを別のディレクトリに移動するとファイルシステムが壊れます。      
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［コマンド列］"FCHM ｐ1 ｐ2 ｐ3"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイルまたはディレクトリ名 
            パラメ－タ 2 設定する属性の文字列 
            パラメ－タ 3 変更する属性のマスクの文字列  
             
            パラメ－タ 2、パラメ－タ 3 の文字列は 4 文字 "R","H","S","A"の組み合わせから選択("RA"など） 
            各文字の意味は次の通りでありそれぞれの文字列に対応した値の和が、実行する関数に代入される。 
             
         文字    意味                値 
         "R"  AM_RDO リ－ド・オンリ－ 0x01 
     "H" AM_HID ヒドゥン  0x02 
     "S"  AM_SYS システム   0x04 
     "A"  AM_ARC ア－カイブ  0x20 
 
制御内容  ファイルまたはディレクトリの属性を変更します。 
      パラメ－タ 2 は設定する属性であり、指定されなかった属性は解除されます。 
      パラメ－タ 3 は変更する属性のマスク。指定した属性が設定または解除され、指定されなかった属

性は状態が保持されます。パラメ－タ 3 はパラメ－タ 2 で指定した文字列を含む様に設定します。 
            
応答内容   "00"<CR> 正常終了  
       "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
   "02"<CR>  ファイルが見つからない 
      "03"<CR> パスが見つからない 
      "04"<CR> パス名が不正 
      "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
      "09"<CR> メディアが書き込み禁止状態 
      "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
      "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
       "0C"<CR> 無効なファイルオブジェクト 
 
記述/応答例    

"FCHM  FILE1.TXT  R  RA"<CR> 
        (リ－ド・オンリ－属性をセット、ア－カイブ属性をクリア、その他の属性は状態を保持) 
        "00"<CR> 正常終了 
    

    "FCHM FILE1.TXT  A  RA"<CR> 
        (ア－カイブ属性をセット、リ－ド・オンリ－属性をクリア、その他の属性は状態を保持) 
        "00"<CR> 正常終了 
 
その他 
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［コマンド列］"DFRE"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タなし 
制御内容   ディスク空き領域の取得  
応答内容 1 回目の応答 
     "00"<CR> 以外の場合はエラ－で終了する。 
     "00"<CR> 正常の場合、アプリケ－ション側からの受信待ちとなる。 
 
     ２回目の応答 

本アクセスユニット側がアプリケ－ション側から”NX¥r”を受信した場合： 
10 進 10 桁（空白文字も含めて）の文字列+<CR>を送信する。 
 

     それ以外の’¥r’で終わる文字列を受信した場合：(”NX¥r”以外で“XX¥r”など) 
他に分類されない２文字のエラ－コ－ド”CC”+<CR>を送信する。 

 
     １回目の応答コ－ドは 
      "00"<CR> 正常終了  
      "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
     "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
     "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
     "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
           
記述/応答例 

  "DFRE"<CR> 
     "00"<CR>....正常の場合（1 回目の応答） 
          ＜アプリケ－ション側から”NX¥r”受信＞ 
     " 125318144"<CR>.... 128MB のメモリカ－ドを用いたときの応答例（2 回目の応答） 
 

  "DFRE"<CR> 
     "00"<CR>....正常の場合（1 回目の応答） 
             ＜アプリケ－ション側から“NX”<CR>以外を受信した場合＞  
    “CC”<CR> 他に分類されないエラ－コ－ド（2 回目の応答） 
        
    "DFRE"<CR> 
        "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない（1 回目の応答） 
      
その他    空き容量バイト数が１０進１０桁に満たない場合はスペ－スコ－ドで埋められる。 
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［コマンド列］"FATI"<CR>  
パラメ－タ なし 
制御内容  ファイルシステム情報を取得する 
応答内容   １回目の応答 
       "00"<CR> 正常終了  
       "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
      "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗 
      "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
      "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
      
           １回目の応答が"00"<CR>以外の場合：ここで終了 
            

２回目の応答（１回目の応答が"00"<CR>の場合）   
アプリケ－ション側から 3 文字のコ－ド"NX"<CR>を受信すると次の応答を送信する。 

      "NX"<CR>以外を受信した場合："CC"<CR>を送信して終了する。 
      "NX"<CR>を受信した場合：   
      次の応答を送信する。  
      "01"<CR>  FAT タイプが FAT12   
      "02"<CR> FAT タイプが FAT16   
      "03"<CR> FAT タイプが FAT32   
      "09"<CR>  FAT タイプが不明 この場合はここで終了 
 
      3 回目の応答（２回目の応答が"01"<CR> or "02"<CR> or"03"<CR>の場合） 

アプリケ－ション側から 3 文字のコ－ド"NX"<CR>を受信すると、 
スペ－ス区切で次の順での応答を送信する。 

      クラスタ当たりのセクタ数    ：Sectors/Cluster    １０進文字列 
      クラスタ当たりのバイト数    ：Bytes/Cluster   １０進文字列 
      FAT の組数     ：Number of FATs           １０進文字列 
      ル－トディレクトリエントリ－数  ：Nmuber of root directory entries １０進文字列 
      FAT 当たりのセクタ数        ：Sectors/FAT                 １０進文字列 
      クラスタ数                     ：Number of clusters           １０進文字列 
      FAT 開始セクタ              ：FAT start (lba)               １０進文字列  
      ディレクトリ開始セクタ DIR    ：start (lba,clustor)            １０進文字列 
      デ－タ開始セクタ                ：Data start (lba)              １０進文字列 
      ト－タルディスクスペ－ス（KB） ：total disk space               １０進文字列 
      使用可能ディスクスペ－ス（KB） ：available on the disk          １０進文字列  
                                           <CR> 
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記述/応答例    
"FATI"<CR> 

    １回目の応答 "00"<CR>  
                          アプリケ－ション側から"NX"<CR>を受信 
    ２回目の応答 "03"<CR> (FAT タイプが FAT32) 
                          アプリケ－ション側から"NX"<CR>を受信 
        3 回目の応答 "2 1024 2 0 972 124403 129 2 2073 124403 124318"<CR> 
           
        注：上記のル－トディレクトリエントリ－数の値(3 回目の応答の４項目)は FAT32 では常に０となる。 
      

"FATI"<CR> 
    1 回目の応答 "00"<CR>  
                    アプリケ－ション側から"NX"<CR>を受信 
    2 回目の応答 "02"<CR> (FAT タイプが FAT16) 
                    アプリケ－ション側から"NX"<CR>を受信 
        3 回目の応答 "32 16384 2 512 123 31440 234 480 512 503040 498928"<CR> 
 
その他     
 

［コマンド列］"FINF ｐ1"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイル名またはディレクトリ名 
制御内容 特定のファイルまたはディレクトリの情報を取得する。 
応答内容 １回目の応答 最初の２文字が 16 進数字で次が改行文字コ－ド 
 
     "00"<CR> 正常終了  
      "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
     "02"<CR> ディレクトリが見つからない 
     "03"<CR> パスが見つからない 
     "04"<CR> パス名が不正 
     "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
     "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
     "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
 
 
     １回目の応答が"00"<CR> 以外の場合はここで終了する。 
     １回目の応答が"00"<CR> の場合   アプリケ－ション側から“NX¥r”を受信すると  
     （ ‘¥r’で終わる“NX¥r”以外のコ－ドを受信した場合は”CC¥r”を送信して終了する） 
     指定したファイルまたはディレクトリがある場合： 
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     ディレクトリの場合 
     最初の 5 文字が D----となり、次の形式の応答を返す。 
     空白で区切られた各項目は順に属性、作成/更新日付 時刻、サイズ（ディレクトリの場合サイズは 0）、

ディレクトリ名を表す 
     “D---- 2008/08/06 11:55         0  KAWA        “<CR> 、次に正常終了"00"<CR>を返す。 
      
     ファイルの場合（ファイルの属性により異なる） 
     通常のファイルでは次の形式の応答を返す。 
     “----A 2008/08/05 17:55        77  testgets.TXT”<CR>、 次に正常終了"00"<CR>を返す。 
      
     空白で区切られた各項目は順に属性、作成/更新日付 時刻、サイズ、ファイル名を表す 
     最初の 5 文字は属性を示すがファイルについては単一の属性ではなく、組み合わせた属性の場合もあ

る。 
     1）D---- ディレクトリ 
     2）-R--- リ－ドオンリ－ファイル 
     3）--H-- 隠しファイル 
     4）---S- システムファイル 
     5）----A 通常のファイル 
      
 
記述/応答例   

"FINF  KAWA"<CR> 
    "00"<CR> 
       アプリケ－ション側からの"NX"<CR>を受信 
        "D---- 2008/08/06 11:55         0  KAWA        "<CR> 
 
        "FINF  TESTGETS.TXT"<CR> 
    "00"<CR> 
          アプリケ－ション側からの"NX"<CR>を受信 
    "----A 2008/08/05 17:55        77  TESTGETS .TXT"<CR> 
 
        "FINF  TESTPUTS.TXT"<CR> 
    "03"<CR>          パス（ファイル）が見つからない(FR_NO_PATH) 
      
その他     
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［コマンド列］"FEOF ｐ1"<CR> 
パラメ－タ パラメ－タ 1 ファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号（1,2,3 のいずれか）  

 
制御内容 指定したファイルオブジェクトのファイルポインタがファイルの終端を指しているかどうかを取

得する。  
       
応答内容 次の応答コ－ドを返す。 

       "00"<CR> ファイルの終端を指していない 
      "01"<CR> ファイルの終端を指している 
            "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない(FR_NOT_ENABLED) 
      "AA"<CR> パラメ－タ数や値が合わない場合の応答コ－ド 
      "FF"<CR> ファイルオブジェクトがオ－プンされていない 
      上記以外の応答コ－ドもエラ－とする。 
記述/応答例   

"FEOF  1"<CR> 
          "01"<CR>  ファイルの終端を指している 
                 
     "FEOF  1"<CR>               

"00"<CR>  ファイルの終端を指していない 
                 
     "FEOF  1"<CR> 
          "FF"<CR>  ファイルがオ－プンされていない 
                 
     "FEOF  1"<CR> 
          "AA"<CR>  パラメ－タ数が合わない 
                 
     "FEOF  4"<CR> 
          "AA"<CR>  パラメ－タ値が合わない 
                 
その他 
 
 

［コマンド列］"GCSD"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タなし 
制御内容 カ－ド仕様(カ－ド容量やブロック・サイズなど)デ－タ CSD（Card Specific Data）を取得する。  
     
応答内容 １回目の応答（CSD 情報の取得に対する応答） 
     カ－ドの準備ができていない場合は"03"<CR>を返して終了 
     カ－ドの準備ができていて CSD 情報の取得に失敗した時は"01"<CR>を返して終了 
     CSD 情報の取得に成功した場合は"00"<CR>を返す。 
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     "00"<CR> CSD 情報の取得に成功 
     "01"<CR> CSD 情報の取得に失敗 
     "03"<CR> カ－ドの準備ができていない 
     上記以外のコ－ド”XX”<CR>はエラ－とする 
           
     ２回目の応答（１回目の応答が"00"<CR>の場合） 
     ＜16 進１６バイト（32 文字）の CSD 情報＞+<CR>コ－ドを送信する。 
 
記述/応答例 

"GCSD"<CR>   
    "00"<CR> CSD 情報の取得に成功 
    "002F01325F5983D6F6DB5FFF9E4000FD"<CR> 16 進１６バイトの CSD 情報+<CR> 
        
        "GCSD"<CR>   
    "03"<CR>  カ－ドの準備ができていない 
 
その他  CSD 情報の解釈はアプリ－ケ－ション側で行なう 
 

［コマンド列］"GCID"<CR>  

 
パラメ－タ パラメ－タなし 
制御内容 カ－ド固有情報(カ－ドの製造情報、製品名など)デ－タ CID（Card IDentification）を取得する。  
応答内容 １回目の応答（CSD 情報の取得に対する応答） 
     カ－ドの準備ができていない場合は"03"<CR>を返して終了 
     カ－ドの準備ができていて CID 情報の取得に失敗した時は"01"<CR>を返して終了 
     CID 情報の取得に成功した場合は"00"<CR>を返す。 
      
     "00"<CR> CID 情報の取得に成功 
     "01"<CR> CID 情報の取得に失敗 
     "03"<CR> はカ－ドの準備ができていない。 
     
     ２回目の応答  １回目の応答が"00"<CR>の場合 
     CID 情報を 16 進 16 バイト(32 文字)の文字列 +<CR>を返す。 
      
      
記述/応答例   

“GCID"<CR> 
    "00"<CR> CID 情報の取得に成功 
    "1A5051534420202000000010110077A1"<CR> 
 
その他 
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［コマンド列］"FCPY ｐ1 ｐ2"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1 コピ－元のファイル名 
            パラメ－タ 2 コピ－先のファイル名 
制御内容  ファイルのコピ－を行なう。 
応答内容 本アクセスユニットは使用できる最大ファイルオブジェクトは３つまでとしている。このコマンドで

は２つのファイルオブジェクトを使用するため、コマンドを送信した時点で、２つ以上のファイルオ

ブジェクトを使用していた場合には応答コ－ド"0C"<CR>を返して終了する。正常終了の場合は

"00"<CR>を返す。 
      
     "00"<CR> 正常終了  
      "01"<CR> メディアがセットされていないなど、ディスク・ドライブが動作不能状態 
  "02"<CR>  ファイルが見つからない 
     "03"<CR> パスが見つからない 
     "04"<CR> パス名が不正 
     "06"<CR> アクセスが拒否された。 
                リ－ド・オンリ－・ファイルの書き込みモ－ド・オ－プン、 
                同名のディレクトリまたはリ－ド・オンリ－・ファイルがある状態でのファイル作成、 
                ディスクまたはディレクトリ・テ－ブルが満杯でファイルを作成できないなど  
     "07"<CR> 同名のファイルが存在する 
     "08"<CR> ディスク・エラ－または内部エラ－による失敗  
     "09"<CR> メディアが書き込み禁止状態 
     "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
     "0B"<CR> ディスク上に有効な FAT パ－テ－ションが見つからない 
     "0C"<CR>  ファイルオブジェクトが使用中、無効なファイルオブジェクト 
           
 
記述/応答例    

"FCPY  TESTDIR/TEST1.TXT  /DENSHI/TEST1.BAK"<CR> 
    "00"<CR> 正常終了  
 
その他 
 
 

［コマンド列］"FSIZ ｐ1"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1 既にオ－プンされているファイルオブジェクト番号 (1,2,3 のいずれか） 
制御内容  オ－プンされているファイルのバイトサイズを取得する。 

       
応答内容 "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 

 "AA"<CR> はパラメ－タの値が適当でない（パラメ－タが 1，2，3 以外）。 
     "FF"<CR> はファイルがオ－プンされていない。 
 
     正常動作では次の形式（１０進１０桁の文字列+<CR>）で応答コ－ドを送信する。 
     "0000123456"<CR>  .....ファイルサイズが 123456 バイト 
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記述/応答例     
"FSIZ  1"<CR> 

        "0000000066"<CR>  .....ファイルサイズが 66 バイト 
 
    "FSIZ  4"<CR> 
        "AA"<CR> パラメ－タの値が適当でない（パラメ－タが 1，2，3 以外） 
 
    "FSIZ  1"<CR> 
        "FF"<CR> ファイルがオ－プンされていない 
      
その他 
 

［コマンド列］"PUTC ｐ1 ｐ2"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タ 1  書き込む文字コ－ド  
      パラメ－タ 2 ファイルオブジェクト番号 (1,2,3 のいずれか) 
 
制御内容   文字の書き込み。 
       
応答内容  １回目の応答 
      "00"<CR> コマンドを受け付けられた場合。 
      "09"<CR> メディアが書き込み禁止状態 
      "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない 
      "AA"<CR> はパラメ－タの値が適当でない（パラメ－タが 1,2,3 以外等）。 
      "FF"<CR> はファイルがオ－プンされていない。 
      
      ２回目の応答 （１回目の応答が"00"<CR> の場合） 
      コマンドを受け付けられた場合は、更に１６進２桁の文字列<CR>を返す。 
      "xx"<CR>  文字が正常に書き込まれると書き込んだ 16 進 2 桁の文字+<CR>を返す。 
      "EOF"<CR> ディスクが満杯またはその他エラ－により書き込まれなかったときは”EOF”<CR>を

返す。 
      
記述/応答例   

"PUTC  41ｈ 1"<CR>  ..ファイルオブジェクト 1 に'A'を書く （41ｈ,41H は 16 進数） 
        "00"<CR> 
        “41”<CR> ・・・16 進の２桁数字文字+<CR> 
            
    "PUTC  65  2"<CR>  ..ファイルオブジェクト 2 に'A'を書く  (65 は 10 進数) 
    "00"<CR> 
        “41”<CR> ・・・16 進の２桁数字文字+<CR> 
 
その他  第 1 パラメタは 10 進または 16 進の数字文字を書く、16 進の場合は数字文字の後に'h'または'H'をつ

ける。 
     第 2 パラメタはオ－プンできる最大ファイル数を 3 としているため、1，2，3 のいずれかを指定する。 
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［コマンド列］"GETS ｐ1 ｐ2"<CR>  

 
パラメ－タ パラメ－タ 1  読み込む最大文字数（512 以内）  
      パラメ－タ 2 既にオ－プンされているファイルオブジェクト構造体へのポインタ番号 
                   (1,2,3 のいずれか） 
制御内容   ファイルから文字列を読み出します。 
      読み出し動作は、最初の'¥n'を読み込むか、ファイル終端に達するか、パラメ－タ 1 で指定する読

み込む最大文字数 - 1 文字を読み出すまで続きます。 
      ファイルに含まれる'¥r'が取り除かれてバッファに読み込まれます。  
       
応答内容 １回目の応答 
     "00"<CR> コマンドを受け付けられた場合。 
          "0A"<CR> ワ－ク・エリアが与えられていない(FR_NOT_ENABLED) 
     "AA"<CR> はパラメ－タの値が適当でない（パラメ－タが１，２，3 以外等）。 
     "FF"<CR> はファイルがオ－プンされていない。 
      
     2 回目の応答  
     コマンドを受け付けられた場合は、10 進 4 桁の読込んだ文字数とその文字列デ－タを返す。 
     既にファイル終端で 1 文字も読み込まれなかったとき、または何らかのエラ－が発生したときは読込

んだ文字数"0000"を返す。ファイル終端に達しているかどうかは"FEOF ｐ1"+<CR>コマンドで調べ

られます。 
      
記述/応答例    

"GETS  40 1"<CR>  ファイルオブジェクト 1 から 1 行（最大 40 文字読み出す）読み出す。 
    "00"<CR>       コマンドを受け付けられた場合 
    "0008"+"abcdefg"     "abcdefg"の 7 バイト+'¥n'の 8 バイト読み出し。 
               '¥r'は取り除かれる（_USE_STRFUNC の値が２の時）。 
        
    "GETS  40 2"<CR> ファイルオブジェクト 2 から 1 行（最大 40 文字読み出す）読み出す。 
    "00"<CR>       コマンドを受け付けられた場合 
    "0000"           ファイル終端に達している時 
      
その他  第 1 パラメタは 16 進の場合は数字文字の後に'h'または'H'をつける。 
     第 2 パラメタはオ－プンできる最大ファイル数を 3 としているため、1，2，3 のいずれかを指定する。 
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［コマンド列］"FUSE"<CR>  
パラメ－タ パラメ－タなし 
制御内容 ファイルオブジェクトの使用状態を取得する。 
応答内容 コマンドが正常に終了した場合"00"<CR> から "07"<CR>を返す。 

            ファイルオブジェクト 1 が使用中の場合 0x01（bit0） 
            ファイルオブジェクト 2 が使用中の場合 0x02（bit1） 
            ファイルオブジェクト 3 が使用中の場合 0x04（bit2） 
      
記述/応答例   

"FUSE"<CR> 
     "00"<CR>    ファイルオブジェクト 1,2,3 が未使用 

 

"FUSE"<CR> 
     "02"<CR>    ファイルオブジェクト 2 が使用中 
 

"FUSE"<CR> 
     "06"<CR>    ファイルオブジェクト 2 と 3 が使用中 
 

その他  
 

［コマンド］ "SVER"<CR>  
パラメ－タ  パラメ－タなし 
制御内容    本アクセスユニットのソフトウェアのバ－ジョンを表示する。 
応答内容    “x.yy”<CR>  
      
記述/応答例 
      "SVER"<CR> 
    "1.01"<CR>   バ－ジョン番号を送信 
その他 
 

［コマンド］ "MNTF"<CR>  
パラメ－タ  パラメ－タなし 
制御内容   マウント状態の取得 
応答内容 
          “00”<CR>  未マウント状態 
          “01”<CR>  マウント状態 
 

記述/応答例   
  "MNTF"<CR> 

    “01”<CR>  マウント状態 
 

    "MNTF"<CR> 
    “00”<CR>  未マウント状態 
その他   カ－ドを抜くと未マウント状態となります。カ－ドアクセスを行なうためには、カ－ドを挿入した

状態で、再度 MUNT コマンドを実行するとともに、CDIT コマンドを実行することが必要となり

ます。   
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